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令和４年度 第２回足利市総合教育会議 資料１ 

 

令和４年度「児童生徒のスマートフォン・携帯電話等に利用に係る 

アンケート調査」の概要 

 
１ 調査の目的：児童生徒のスマートフォン・携帯電話の利用に係る諸問題を

喫緊の課題と捉え、実態を把握し、今後の対策に役立てるこ
とを目的に本調査を実施している。 

 
２ 調査の対象：小学校４，５，６年 中学校１，２，３年（対象学年全学級で実施） 

 
 ３ 調査期間 ：令和４年６月８日～６月２４日（タブレット端末にて回答） 
   
４ 回答数  ：小４…９４５名  小５…９１８名  小６…９９２名 
        （合計２８５５名 ９１．０％） 
        中１…８９０名  中２…９６６名  中３…９１０名 
        （合計２７６６名 ８２．８％） 
 
５ 調査結果 

○自分専用のスマホを持っているか。（児童生徒数 H26～R4経年変化） 

・あなたは、「スマートフォン」や「携帯電話」、「タブレット」、「パソコン」 

（ノート型やデスクトップ型）」を持っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記グラフより、 
（１）自分専用のスマホ・携帯及びタブレット・ＰＣ等の端末を持っている 

小学校４年生から中学校３年生が年々増加している。 
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○情報通信機器を使っているか。（以下の２つの質問項目の回答状況より） 

・あなたは、「スマートフォン」や「携帯電話」、「タブレット」、「パソコン 

（ノート型やデスクトップ型）」を持っていますか。 

・あなたは、以下の機器のうち、どれを使っていますか。自分専用のもの 

でなくてもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上記グラフより、 
 （２）動画閲覧や不特定多数と交流ができる携帯ゲーム機もしくは、スマホ、 

携帯を、小学４年生～中学３年生のおよそ８割が使用している。 
 

○スマホや携帯電話を何時まで使用しているか。 

・あなたは、「スマートフォン」や「携帯電話」を何時ごろまで利用しています 

か。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  上記のグラフより、 
 （３）スマホ・携帯を２３時以降まで使用している中学３年生が５割以上い 

る。 
（就寝時刻が遅くなり、睡眠不足になるなど、生活習慣への影響が心
配される。） 
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○スマホや携帯電話をどのように利用しているか。 

・あなたは、「スマートフォン」や「携帯電話」をどのように利用していますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の表より、 
 （４）動画閲覧やＳＮＳを利用していると回答した中学３年生が、９割程度

いる。 
また、勉強のために利用すると回答した中学３年生が、７割程度いる。 

 
 ６ 課題 
  （１）スマホ・携帯、ゲーム等の情報端末を使用する児童生徒が今後も増加 

することが見込まれることから、「家庭でのルールづくり」を徹底し
ていく必要がある。 

  （２）勉強のためにスマホ・携帯を活用する生徒が増加する傾向にあること
から、インターネットの危険性（有害サイトやＳＮＳトラブル、高額
請求）とともに、自分の健康を守ることなど、情報端末の正しい使い
方について、指導を徹底する必要がある。 

  
 ７ 今後の対策 
    本調査の結果を各学校及び、ＰＴＡ連合会や民児協等の関係機関と共 

有し、「情報モラル教育」の緊急性について指導するとともに、「家庭での 
ルールづくり」を推進する。 
 
【学校教育課・教育研究所】 
・スマホ・携帯、ゲーム等の情報端末を使用する際の危険性（健康面を
含む）についての具体的な指導資料を提供する。 

・教職員研修会「メディアリテラシー研修会」へ保護者が参加できるよ 
う、ＰＴＡ連合会等に協力をお願いする。 

・家庭教育懇談会や各種講座等において、新版「あしかがっ子スマホ・ 
携帯ルール」を活用しての保護者啓発を関係各課に依頼する。 

 
【学校】 

    ・情報教育指導計画における足利市立学校情報モラル指導カリキュラム 
にしたがい、各学校へ小学校低学年段階からの「情報モラル」の取組 
を指導する。 

・これまで、保護者啓発に活用してきた「あしがっ子スマホ・携帯ルー 
ル」の新版を作成し、学年部会や進学説明会等での周知を図る。 

    
 


